
東北大学青葉山新キャンパス
整備状況2020.08.01

［東北大学青葉山新キャンパスマスタープラン 2006］に基づく整備

7.青
葉
山
コ
モ
ン
ズ
（
2016.6

竣
工
）

構
造
・
階
数
：
鉄
骨
造
 地
上
２
階

建
築
面
積
：
5,697

㎡
　
延
床
面
積
：
9,955

㎡

8.農
学
系
総
合
研
究
棟
（
2016.9

竣
工
）

構
造
・
階
数
：
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

一
部
PC
造
 地
上
５
階

建
築
面
積
：
7,069

㎡
　
延
床
面
積
：
26,121

㎡

6.環
境
科
学
研
究
科
棟
（
2015.10

竣
工
）

構
造
・
階
数
：
鉄
骨
造
 地
上
５
階

+
地
上
１
階
（
電
気
室
棟
）

建
築
面
積
：
1,175

㎡
　
延
床
面
積
：
4,977

㎡

5.レ
ジ
リ
エ
ン
ト
社
会
構
築
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

　（
2015.3

竣
工
）

構
造
・
階
数
：
鉄
骨
造
 地
上
５
階

建
築
面
積
：
632

㎡
　
延
床
面
積
：
3,097

㎡

2.国
際
集
積
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー

　（
2013.3

竣
工
）

構
造
・
階
数
：
鉄
骨
造
 地
上
３
階

建
築
面
積
：
2,971

㎡
　
延
床
面
積
：
5,955

㎡

4.災
害
科
学
国
際
研
究
所
棟
（
2014.8

竣
工
）

構
造
・
階
数
：
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
 地
上
５
階

建
築
面
積
：
2,171

㎡
　
延
床
面
積
：
10,156

㎡

3.レ
ア
メ
タ
ル
総
合
棟
（
2014.7

竣
工
）

構
造
・
階
数
：
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
 

地
上
５
階

建
築
面
積
：
1,627

㎡
　
延
床
面
積
：
5,500

㎡

1.未
来
産
業
技
術
共
同
研
究
館
（
2010.2

竣
工
）

構
造
・
階
数
：
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
 地
上
５
階

建
築
面
積
：
718

㎡
　
延
床
面
積
：
3,539

㎡

9.青
葉
山
み
ど
り
厚
生
会
館
（
2018.2

竣
工
）

構
造
・
階
数
：
鉄
骨
造
 地
上
４
階

建
築
面
積
：
890

㎡
　
延
床
面
積
：
2,278

㎡

10.ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
ハ
ウ
ス
青
葉
山

（
2018.10

入
居
開
始
）

構
造
・
階
数
：
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
 地
上
6～
7
階

総
延
床
面
積
：
19,778

㎡
　
総
戸
数
：
752

戸

11.マ
テ
リ
ア
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー

（
2020.7 竣

工
）

構
造
・
階
数
：
鉄
骨
造
 地
上
４
階

建
築
面
積
：
703

㎡
　
延
床
面
積
：
2,747

㎡

青
葉
山
新
キ
ャ
ン
パ
ス
の
主
な
施
設

詳
し
い
情
報
は

東
北
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
ガ
イ
ド
へ

http://cam
pus.bureau.tohoku.ac.jp/index.php
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3. レアメタル総合棟

6. 環境科学研究科棟エネルギーセンター

7. 青葉山コモンズ

11.マテリアル・イノベーション・センター

8. 農学系総合研究棟
実験フィールド（植物系）

実験フィールド（動物系）

9. 青葉山みどり厚生会館
5. レジリエント社会構築イノベーションセンター

1. 未来産業技術共同研究館

10. ユニバーシティ・ハウス青葉山

12.次世代放射光施設（仮称）

農学研究科附属動物研究棟

4. 災害科学国際研究所棟2. 国際集積エレクトロニクス研究開発センター

青葉山新キャンパス整備状況 整備済施設 整備中施設 計画施設

比較的平坦な土地形状となっている旧ゴルフ場のフェアウェイを中心に開発エリアを設定するとともに
敷地の約６割を「緑地保全エリア」及び「開発調整エリア」に指定し

開発可能エリアを全体の約４割に限定することにより、既存の自然環境の保全に努めています

また竜ノ口沢周辺の中心部を大学のシンボルとなる市民開放型の公園「ユニバーシティパーク」として整備し
その豊かな環境を享受できるように、ユニバーシティパークを取り囲む形で施設を配置しています
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